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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 Wellnex 肌。 

機能性関与成分名 魚由来低分子コラーゲンペプチド 

表示しようとする

機能性 

本品には魚由来低分子コラーゲンペプチドが含まれてい

ます。魚由来低分子コラーゲンペプチドは肌の水分量と

弾力の低下を緩和し、肌の健康維持に役立つことが報告

されています。 

※魚由来低分子コラーゲンペプチドとは、魚を原料とし

た平均分子量が 1,000 以下になるまで細かく分解された

コラーゲンペプチドのことです。 

 

２．作用機序 

本品に含まれるコラーゲンペプチドの皮膚水分量および肌の弾力の低下緩和効

果に関する作用機序を以下に示す。 

 

食事として摂取したコラーゲンペプチドは消化過程で分解され、アミノ酸の

みならず、ペプチドの形で血中に吸収されていることが、いくつものヒト吸収

性試験において示されている 1-5)。そのうち、アミノ酸が 2 つ結合したペプチド

であるプロリルヒドロキシプロリン（以下、Pro-Hyp）は最も多く同定されてお

り、原料種によらず多く血中に吸収されていることが明らかとなっている 1,2)。

また、ヒドロキシプロリルグリシン（以下、Hyp-Gly）も血中に移行されている

ことがヒトで示されている 4,5)。皮膚真皮層への移行は、Pro-Hyp が到達してい

ることが、ラットを用いた試験で確認されている 6)。 

 これらのジペプチド Pro-Hypや Hyp-Glyは皮膚組織に多く存在する皮膚線維芽

細胞に対して、生理的な活性が確認されている。 

 例えば、Pro-Hyp と Hyp-Gly は皮膚線維芽細胞の遊走性（この場合は細胞への

刺激による走化性の促進を示す）を促進する可能性が培養試験で示唆されてい

る 7,8)。まだ、同様の培養試験において、Pro-Hyp と Hyp-Gly は線維芽細胞の増

殖を促す働きがあることも確認されている 4,9)。これらの働きによって、皮膚の

線維芽細胞が活性化され、特に老化や外的ストレスで皮膚の代謝が低下してい

る場合は、正常な代謝へ補正するような効果が促進されると考察される。 

 また、Pro-Hypは皮膚線維芽細胞に対して、ヒアルロン酸の産生を促進するこ

とが培養試験で確認されている 9)。また、ヒト皮膚の組織培養において、コラー

ゲンペプチドの添加が皮膚中のグリコサミノグリカンやコラーゲン量を増加さ

せることも確認されている 10)。さらに、コラーゲンペプチドの経口摂取によっ

て、ヒト皮膚組織中のプロコラーゲン量とエラスチン量がプラセボ摂取群と比
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較して有意に増加することも報告されており 11)、細胞外マトリックスの包括的

な修復が期待される。これら肌を構成する細胞外マトリックスの状態を改善す

ることで、皮膚の保湿や弾力改善に寄与するものと考察される。 

 皮膚の弾力性には真皮層のコラーゲンやエラスチンが大きく関与しており
12,13)、光老化による真皮組織の糖化が進むと皮膚の弾力性が低下するなど皮膚の

健康とも密接に関係している 14)。 

 皮膚の乾燥を誘発させたヘアレスマウスを用いた検討では、Pro-Hyp と

Hyp-Glyを同時投与させた群で、バリア機能の改善による水分量の維持が確認さ

れた 15)。また、マウスの皮膚線維芽細胞と角化細胞を共培養させた細胞実験で

は、Pro-Hyp が角化細胞関連遺伝子（Krtap）の発現促進に関与していることを

示し、皮膚の角化層への影響を示唆している 16)。 
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